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-β∫3= 9N (-β∫'｡一一｡')+6N (-β∫{ム ')+2N (-β∫{A ')
= 9N lltog<--一･･>-2 log<ヶ- >】
+6N [l log<ム >-2 Iog<｡→ >]




-β∫3= 9N (-β∫t- ｡,)+2N (-β∫{A,)
=9N lllog<トー 二も>-2 log<｡->コ
+2N [llog< ム >-3 Iog<｡- >】
























































Tr[exp(-β(派+Vt･･)))] / Trlexpl(-βITE)] である.
⑧の我々の展開では,3スピンクラスターとしては く｡4-)が9N個, (A )が2N個存
在する.対して◎SCHの展開ではリンクに依ってクラスターを区別するので,スピン配置は
(A )と同じでもリンク構造の違うものとして新たに iム 〉なるパターンを別のものとし
て考えねばならない.さらにサブクラスターの数え上げに於いても,⑧がスピンを取り去るこ
とでサブクラスターを作り出すのに対して④はリンクを取り去ることでサブクラスター を作り





















∑ (-1)n-k ∑ log【T exp(-β(派+VtkI))/rFexp(-β代)]
k=l tk)
n
=∑(-1)n-k ∑ log【TrtkleXP(-β(7tfk)+V(k)))]kコl tkI
n





















-β.fm =∑ ∑ (-I)n-k ∑ log[Trexp(-β粥 (kI) ]
fm)kこl (k)
(15)
ここで,.X … ば代 tk)+VtkIから百2 に比例する定数項を除いたものである.この様に展開
を再定式化することに依り1スピンクラスターを含め全てのスピンクラスターを同等に取り扱
うことが可能となる.
LJftkI の具体的な形を三角格子 (等方的 :JxS=JZ=Jと置いた場合.)に対し,始めの数項
に付いて書いてみると次の様になる.
LK t｡ )=L80㌔ ,
LXto-.)=JqldJ2+Ll･(UZl+uZ2) ,
LK 叶〇一)=J (q1412+打2dJ3)+Ll (uZl十g23)+L2UZ2 ,
7((ÅI=J (dllq2+打2473+413411)+L2 (uZl+cTZ2+uZ3) , (16)
但,Lq=(Z-q)J百十hである.又展開の具体的形を再び三角格子の3スピンクラスター
からの寄与を例に取って書き下してみると次の様になる.
-β∫ 3 = 9N (-β∫(｡- ･･,)+2N (-β古A ,)
= 9N l1 Iog《-一過 -2 log《〇一 》+1 log《○》]




『サブクラスターとして展開項J Inl (クラスターバターン (m)の寄与)に寄与する
ものは次の条件を満たすものに限られる.



































∂百 = 0 , (19)




















T n/ N=∫o +∫百百百2+∫軌 百 h+.fhhh2










而Cニー ∫軌 [-J軌/4∫存両面]1'3 . (24)
◎T≧Tcに於いて
x= 1･e -1 , ノ 官=(∫5h)2/2b
以上の3式依り
官･両 ,2



























































Approx. TO 7. ms
I-spin 4. .25 1.73205081
..2 2.88539008 .5 2.等5482005
3 2.88599008 .5 2.35482005
4 2.65494279 .68647159 2.59784400
5 2.63538774 .71913127 2.77047333
6 2.56558714 .82160175 2.78023862.
Approx. T¢ 1 ms ノ
1-Spin 6. .16666667 I.7-3205081
2､ 4.93260692 .25 2.09261157~
3 ~4.49802885 .33103723_ 2.34957929
_4 4.30355701 .39435504 2.52301670
5 4.19345827 .44670924 2.66014702
6 4.11493319 .49960027 2.86828888
Approx. TO 1 mS
i-spin 6. .,.16666667. 1.73205081
2 4.93260692 .25 2.09261157
3 4.93260692 .25 2.09261157
4 ～4.76992859 .28533990 2.24699554
5 4.76445867 .28740242 2.27580575
6 4.69303470 .31346712 2.37942751




d=3,Z=12 Approx. Tc 7, ms.
卜Spin 12. .08333333 1.73205081
,2 10.96962990 .1 1.89212377
3 10.59477141 .11108606 2.00766306
4 10.40183149 .11957571 2.09766642





























































Latti.ceptype Tc● ゆ P
d 2
SQ 2 _4 2.2916+.0590｢ 813 .6540+.1157- 899 .2748




SC 3 6 3.3237 .5349
+.0960 +.3453
-.2352 -.1619
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